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研究成果の概要（和文）： 

 現在の日本の英語教育では文学テクストは英語教育に積極的に利用されているわけではない。

本研究は，英語教育において文学テクストを効果的に用いる方法をあらためて探るために，文

学および言語学の研究者と共同で研究を行う。プロジェクトは次の３つのステージに分かれる。 

 ①文学テクストの英語教育における有用性を評価し，その問題点と利点を明らかにする。 

 ②文学テクストを生した授業のワークショップを行い，中学，高校，大学の教員に向けて文

学テクストの効果的な利かし用法について考察する機会を提供する。 

 ③文学テクスト再導入のための国際学会を開催し，ストーリーテリング等の実践家とともに，

学際的・実践的なネットワークの構築を試みる。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This 4-year project looked the “repositioning” of literature into classroom texts.  Such 

a project called for researchers with backgrounds in literature and linguistics to 

collaborate in order to seriously consider how literary texts may best be utilized in ELT.  

This was accomplished in three stages: 1) By critically evaluating a range of literary 

texts and sources to assess their potential usefulness in an ELT context and to catalogue 

both the challenges and benefits of integrating literary texts into ELT curricula for the 

development of productive and receptive skills, 2) Based on a critical evaluation of 

various literary sources, public workshops on the effective use of literary texts were 

offered to teachers in junior/senior high school and at college level, 3) Scholars in 

linguistics and literature joined forces to collaborate with expert ELT educators in Europe 

and Asia to hold an international Research Conference to share expertise on theory and 

practice. 
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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 

キーワード：英語教育・文学テクスト・教授法・教材研究 

 
１．研究開始当初の背景 

 文学テクストを英語教育に利用する可能性

は，あまり熱心ではないものの，言語学の分

野において論じられてきた。H. G. Widdowson 

の先駆的研究にはじまり，Ron Carter，

Christopher Brumfit，そして Mick Short な

どが後に続く。こうした研究はコーパス言語

学の成果にも支えられており，教育に実践す

る上で信頼性も高い。 

 また，口承伝統やストーリーテリングそし

て演劇などを仲立ちにするかたちで，文学テ

クストを英語教育のカリキュラムに取り込も

うとする動きも広く見られる。 

 これに対し，日本における文学テクスト導

入に関する研究は少ない。斎藤兆史の試みは

その数少ない例外であるが，その関心は文学

を専攻する学生に対する専門教育にあり，一

般レベルの学生・生徒に対する教育を念頭に

置いたものではない。 

 こうしたヨーロッパ地域にける研究成果を

取り入れ，文学テクスト再導入のために，教

師と（ストーリーテリングや演劇の）実践家

とのネットワークを構築することが望まれる。

ことに，実用的な英語に傾斜している日本の

教育シーンにおいては，その方向性を批判的

に検証する上で本研究はことに重要である。 

 
 
２．研究の目的 

本研究には以下の５つの目的がある。 

①文学テクストの特徴を分析・記述し英語教

育に生かす。 

②ヨーロッパおよびアジア地域での英語教授

法における文学テクスト再導入実践の方法を

跡づける。 

③日本の英語教育において文学がどのように

扱われてきたのか，その歴史的変遷をたどる。 

④教科書に採用された文学テクストを吟味し，

英語教育において文学がどのような影響を与

えたのか批判的に検証する 

⑤アジアとヨーロッパ地域における文学テク

スト再導入の実践を批判的に検証する。 

 
 
３．研究の方法 

 本研究に必要なデータは，おもに以下の３

つの方法によって集められる。①授業観察，

②教師および教科書作成者に対する面談，そ

して③教科書に対する批判的談話分析の手法

に基づく分析。 

 これら収集したデータをもとに分析を進め

るが，その際，学術的・理論的な研究に偏る

ことなく，教育実践のコンテクストを念頭に

置くことが本研究の特徴である。そのため，

ストーリーテリングなどの実践家の実演や意

見なども参考にする。また，扱うデータの性

格上，英語教育の分野のみに限った研究を行

うのではなく，文学や言語学の研究者とも共

同した学際的なアプローチを試みる。 

 
 
４．研究成果 

データの分析は現在も進行中であるが，現時

点までの成果を上の５つの研究目的にそっ

て紹介する。 

①文学テクストの特徴と教育 

 英語教育に利用可能な文学テクストの特

徴は非常に多岐にわたり，用いるテクストの

特徴自体よりも，そのテクストを使ってどの

ようなタスクを行うかが，テクストの有用性

により大きく影響する。 

②海外における文学テクスト再導入の実際 

 文学テクスト再導入に関しては，ヨーロッ

パ諸国における取り組みが，抜きん出ている。

たとえば，イタリアの中等学校においては，

英語と英語文学・文化の学習が必要とされて

いる。その際，語学・文学・文化のいずれに

も堪能な教員が，ひとりで一貫して 4年間の

教育に当たる。このような方法の利点は，難

解なテクストとどのように関わるのか，ご額

面・文化面に関して適切な助言を行えること

である。 

③日本の現状 

 先述のように，日本ではおもに大学レベル

の教育において文学テクストを利用した教

育が行われるのみである。もっとも，一部の

私立高等学校では，文科省検定教科書ではな

く，独自の教材を用いて文学テクストを用い

た教育が行われている。 

④教科書における文学テクスト 

 日本の教科書は 4 年ごとに改訂されるが，

質の高い文学テクストを利用する動きはほ

とんどない。多くの場合，文学テクストは選

択的な読み物として取扱われるか，詩が扉に



数行引用されるのみである。たとえば，

Mainstream I では，文学テクストが用いられ

ていても，それは自由選択読み物として挙っ

ているだけで，どのようなアクティビティを

行うべきなのか一切の指示がなかったり，ま

た，語彙や文法事項を導入するためだけに，

生徒向けに書き直された短編が載せられた

りしている程度である。文学テクストの使用

はおざなりなものと言えよう。 

⑤再導入の理論的根拠  

 文学テクストには，人が一定の出来事に対

し，それをどのように認知し，経験し，評価

し，伝えようとしたかが内在されている。取

り組み方さえ分れば，文学テクストは生徒に

作り物ではない深いことばの体験を提供で

きる。 

 文学テクストの英語教育カリキュラムへ

の組み入れについては，Tatsuki & Zenuk- 

Nishide, 2012 および Zenuk-Nishide & 

Tatsuki, 2012 が，そして授業における文学

テクストの導入方法については， Tatsuki, 

2009; や Zenuk-Nishide, 2009 匂いて論じた。 
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